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衆
議
院
議
員
吉
川
久
衛
君
提
出
菅
平
硫
黄
採
掘
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
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三 

衆
議
院
議
員
吉
川
久
衛
君
提
出
菅
平
硫
黄
採
掘
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

長
野
県
小
県
郡
長
村
に
お
け
る
硫
黄
掘
採
の
地
域
は
、
い
ま
だ
探
鉱
中
で
あ
つ
て
本
格
的
操
業
を
な
す
段
階
に
至
つ
て

い
な
い
。
従
つ
て
、
企
業
上
の
採
算
の
目
途
が
確
定
し
て
い
な
い
現
状
で
は
、
鉱
害
水
中
和
の
た
め
石
灰
を
投
入
し
て
稼

行
す
る
こ
と
が
硫
黄
掘
採
の
採
算
上
可
能
で
あ
る
か
否
か
は
、
い
ま
だ
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
実
情
に
あ
る
。 

然
し
、
こ
の
地
区
の
硫
黄
の
掘
採
を
な
す
場
合
に
は
、
鉱
毒
水
を
石
灰
に
よ
り
中
和
す
る
こ
と
が
絶
対
的
要
件
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
点
を
充
分
考
慮
し
て
、
本
件
鉱
業
に
対
す
る
今
後
の
根
本
的
対
策
に
つ
き
目
下
検
討
中
で
あ
る
。 

二 

酸
性
水
の
中
和
が
完
全
に
行
わ
れ
れ
ば
理
論
的
に
は
還
元
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
現
地
調
査
の
結
果
に
よ
れ

ば
多
少
還
元
の
事
実
が
み
ら
れ
る
の
で
、
今
後
完
全
中
和
に
よ
り
還
元
を
防
止
し
得
る
か
否
か
は
問
題
で
あ
り
、
完
全
中

和
が
行
わ
れ
な
い
と
き
は
、
下
流
水
田
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
か
ら
、
今
後
掘
採
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て 

は
、
こ
の
点
に
留
意
し
一
の
問
題
と
も
関
連
し
て
現
在
検
討
中
で
あ
る
の
で
、
そ
の
結
論
に
よ
り
決
定
致
し
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




